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わ
が
母
国
、
旅
の
断
章

山
　
崎
　
佳
代
子

片
道
切
符
で
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
へ
渡
り
、
サ
ラ
エ
ボ
で
留
学
生
活
を
始
め
た
の
は
一
九
七
九
年
の
一
〇
月
。

ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
に
移
り
住
み
、
三
七
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
内
戦
で
多
民
族
国
家
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
は
解
体

し
、
私
の
住
む
国
の
名
は
セ
ル
ビ
ア
と
な
り
、
日
本
語
と
日
本
文
学
を
教
え
て
三
〇
年
が
過
ぎ
た
。
こ
の
節
目

に
、
初
め
て
半
年
を
京
都
で
過
ご
し
、
ふ
た
た
び
母
国
と
出
会
っ
た
。

ツ
ツ
ジ
に
彩
ら
れ
て
い
た
六
月
の
桂
坂
は
、
一
一
月
に
は
紅
葉
で
麗
し
く
、
風
が
冷
た
い
。
虫
の
声
も
、
鹿

の
切
な
い
声
も
鎮
ま
っ
た
。
久
し
ぶ
り
の
母
国
の
半
年
。
様
々
な
人
々
、
土
地
、
舞
台
や
絵
画
と
の
出
会
い

は
、
至
福
の
時
で
あ
っ
た
。
平
安
神
宮
の
初
夏
の
薪
能
の
炎
、
蕪
村
の
眠
る
金
福
寺
の
木
漏
れ
日
、
祇
園
祭
の

華
麗
な
る
峻
厳
。
奈
良
の
橘
寺
の
古
池
、
不
退
寺
の
樹
木
や
草
花
。
そ
し
て
晩
秋
の
京
都
、
高
桐
院
の
松
向
軒

の
茶
室
の
渋
柿
色
。
退
蔵
寺
の
僧
如
拙
の
瓢
鮎
図
や
金
持
院
の
長
谷
川
等
伯
の
猿
候
捉
月
図
。
そ
し
て
岡
山
の

国
吉
康
夫
の
﹁
祭
り
は
終
わ
っ
た
﹂
⋮
⋮
。
走
馬
灯
の
よ
う
に
情
景
が
巡
る
。

日
記
帳
を
拡
げ
、
小
さ
な
旅
を
記
し
て
お
く
。

一
一
月
二
日

青
空
の
朝
、
上
田
市
に
着
く
。
上
田
電
鉄
は
単
線
、
小
さ
な
電
車
で
塩
田
町
へ
向
か
う
。
車
窓
に
は
山
脈
が

青
々
と
連
な
り
、
田
畑
が
沿
線
に
広
が
り
、
住
人
を
失
っ
た
ら
し
い
ア
パ
ー
ト
が
、
時
折
、
現
れ
た
。
塩
田
町

か
ら
バ
ス
で
森
の
入
り
口
へ
、
そ
こ
か
ら
歩
い
て
無
言
館
へ
向
か
う
。
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ド
イ
ツ
の
日
本
学
者
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ャ
モ
ニ
氏
が
、
無
言
館
を
必
ず
訪
ね
る
よ
う
に
と
、
手
紙
を
く

だ
さ
っ
た
の
は
一
〇
月
の
初
め
。
戦
没
画
学
生
の
作
品
を
収
め
た
美
術
館
。
父
の
ア
ル
ベ
ル
ト
氏
は
画
家
で
、

無
言
館
で
も
そ
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。
丁
寧
な
手
作
業
で
本
を
つ
く
る
チ
ェ
コ
の
出
版
社
の
た
め
に
、
数
多

く
の
書
物
の
挿
絵
を
手
掛
け
、
カ
フ
カ
の
作
品
に
挿
絵
を
描
い
た
ほ
か
、
ゲ
ー
テ
を
感
動
さ
せ
た
セ
ル
ビ
ア
の

口
承
文
芸
の
バ
ラ
ー
ド
﹁
ハ
ッ
サ
ン
・
ア
ガ
の
妻
の
悲
歌
﹂︵K

L
A

G
G

E
SA

N
G

 der edlen Frauen des A
san 

A
ga: 

一
九
三
二
年
刊
︶
な
ど
に
も
挿
絵
を
添
え
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
、
ナ
チ
ズ
ム
の
嵐

に
、
画
家
ア
ル
ベ
ル
ト
は
東
部
戦
線
︵
ウ
ク
ラ
イ
ナ
地
方
︶
へ
送
ら
れ
、
不
帰
の
人
と
な
っ
た
。

小
高
い
丘
の
上
の
無
言
館
、
窓
か
ら
弱
い
光
が
流
れ
込
み
、
若
い
画
家
た
ち
が
遺
し
た
作
品
が
静
か
に
呼
吸

す
る
。
順
路
の
最
初
は
、
左
手
の
壁
の
二
枚
の
油
彩
。
静
岡
県
浜
松
市
出
身
の
中
村
萬
平
氏
の
遺
作
で
あ
る
。

力
強
い
裸
婦
の
油
彩
﹁
霜
子
﹂、
画
家
の
妻
の
像
。
も
う
一
枚
は
、
画
家
の
自
画
像
で
、
眼
鏡
の
奥
に
意
志
の

光
を
秘
め
る
。
妻
は
暁
介
を
出
産
し
た
後
、
他
界
。
妻
の
死
を
戦
地
で
知
っ
た
萬
平
も
、
満
州
の
野
戦
場
で
病

死
、
享
年
二
七
歳
。
父
の
遺
し
た
二
枚
の
絵
が
、
暁
介
の
﹁
父
母
﹂
と
な
っ
た
。

展
示
作
品
の
う
ち
、
戦
争
を
直
接
に
主
題
と
し
た
の
は
﹁
飛
行
兵
士
立
像
﹂
と
海
で
炎
上
し
た
船
の
絵
く
ら

い
で
、
作
品
の
多
く
は
、
恋
人
や
妻
、
姉
妹
、
祖
母
や
母
を
描
い
た
も
の
な
ど
女
性
を
描
い
て
い
た
。
故
郷
や

都
会
の
風
景
、
家
族
、
自
画
像
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
過
酷
な
時
代
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に

は
、
召
集
令
状
、
絵
筆
や
絵
具
、
家
族
と
交
わ
し
た
手
紙
、
絵
筆
、
戦
死
の
報
告
に
関
す
る
書
類
な
ど
が
、
控

え
め
に
時
代
を
伝
え
る
。

ア
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ャ
モ
ニ
の
作
品
は
、
長
い
廊
下
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。
明
る
い
庭
か
ら
、
緑
の
光
が
流
れ

込
む
。
描
か
れ
た
動
物
、
植
物
、
子
ど
も
。
熱
い
お
茶
を
い
た
だ
き
、
カ
ッ
プ
で
両
手
を
あ
た
た
め
、
自
由
、

夢
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
て
い
た
。



11

一
一
月
三
日

朝
の
代
沢
。
電
車
で
東
村
山
市
へ
向
か
う
。
空
が
広
々
と
明
る
い
。
新
宿
を
過
ぎ
る
こ
ろ
、
電
車
は
空
い

て
、
数
人
の
乗
客
と
陽
光
だ
け
を
乗
せ
て
走
っ
た
。
東
村
山
市
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
丸
木
原
爆
記
念
美
術
館
へ
。

田
畑
が
広
が
り
、
柿
の
木
の
実
が
光
る
。
広
い
道
を
右
へ
そ
れ
る
と
、
丸
木
夫
妻
の
棲
ん
で
い
た
家
が
現
れ
、

美
術
館
は
隣
に
あ
っ
た
。

最
初
の
展
示
室
は
、
丸
木
ス
マ
の
作
品
。
野
菜
、
猫
、
草
花
が
の
び
の
び
描
か
れ
、
心
が
洗
わ
れ
る
。

次
の
空
間
か
ら
が
、
位
里
と
俊
の
原
爆
の
図
。
屏
風
画
と
い
う
伝
統
形
式
に
、
精
密
な
デ
ッ
サ
ン
で
描
か
れ

た
人
々
の
群
像
が
、
仏
教
美
術
に
様
式
化
さ
れ
た
朱
の
炎
に
包
ま
れ
て
い
く
⋮
⋮
。
光
を
抑
え
た
暗
い
画
面
の

闇
か
ら
、
深
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
作
品
ご
と
に
、
俊
が
文
章
を
添
え
て
い
た
。
絵
で
は
表
現
し
き
れ
ぬ
も

の
を
言
葉
で
記
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
、
丸
木
夫
妻
が
引
き
受
け
た
課
題
は
重
い
。

だ
が
闇
に
一
筋
の
微
か
な
光
を
与
え
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
美
し
さ
と
い
う
こ
と
。
命
を
失
っ
た
肢
体
が

折
り
重
な
り
、
樹
木
の
枝
に
も
息
絶
え
た
肢
体
が
逆
さ
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
傷
は
暗
示
さ
れ
る
だ
け

で
、
衣
服
を
失
っ
た
裸
体
は
、
均
整
が
と
れ
て
神
々
し
い
。
美
し
さ
と
は
、
尊
厳
と
い
う
こ
と
。

﹁
原
爆
の
図
﹂
の
連
作
の
﹁
救
出
﹂。
裸
体
の
傷
を
連
想
さ
せ
る
の
は
赤
い
色
だ
け
。
ど
の
顔
も
気
品
が
あ

る
。
燃
え
さ
か
る
火
を
象
徴
す
る
赤
い
空
間
か
ら
、
静
か
な
光
に
満
ち
た
白
い
空
間
へ
と
、
疲
れ
果
て
た
人
々

が
移
動
す
る
。
担
架
に
瀕
死
の
者
を
乗
せ
た
男
た
ち
が
先
頭
を
行
き
、
キ
ツ
ネ
色
の
野
良
犬
が
う
な
だ
れ
て
い

る
。
赤
と
白
の
境
の
あ
た
り
に
、
若
い
父
親
が
赤
子
を
抱
き
、
観
る
人
を
見
据
え
る
よ
う
に
、
姿
勢
を
正
し
て

立
っ
て
い
る
。
逃
れ
て
い
く
人
の
列
の
後
方
に
は
、
母
と
娘
で
あ
ろ
う
か
、
正
座
し
て
合
掌
し
て
い
る
。﹁
救

出
﹂
に
淡
い
光
を
与
え
る
の
は
父
の
眼
差
し
、
母
娘
の
両
手
だ
っ
た
。﹁
救
出
﹂
は
、
祈
り
だ
っ
た
。

窓
の
む
こ
う
に
、
都
幾
川
が
穏
や
か
に
光
り
な
が
ら
流
れ
て
い
く
。
都
畿
川
は
、
位
里
の
生
ま
れ
故
郷
、
広
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島
の
太
田
川
の
上
流
の
情
景
に
似
て
い
る
、
と
聞
く
。
水
は
、
遠
い
土
地
を
繋
い
で
い
た
。

一
一
月
二
二
日

早
朝
、
広
島
へ
向
か
う
。﹁
あ
な
た
は
詩
人
だ
。
必
ず
、
広
島
に
行
き
な
さ
い
﹂。
九
月
終
わ
り
、
Ｔ
先
生
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
。
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
町
。
初
夏
の
よ
う
な
日
。
駅
か
ら
路
面
電
車
に
乗
る
。
二
人

の
姉
妹
と
身
体
の
弱
い
弟
。
母
親
が
地
図
を
確
か
め
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
人
ら
し
い
若
い
二
人
の
旅
人
⋮
⋮
。

相
生
通
り
を
行
き
、
紙
屋
町
交
差
点
を
す
ぎ
る
と
、
原
爆
ド
ー
ム
前
の
駅
に
着
い
た
。

視
界
に
黒
々
と
焦
げ
た
壁
面
が
入
っ
て
く
る
と
、
身
体
が
震
え
た
。
荘
厳
⋮
⋮
。
見
上
げ
る
と
、
原
爆
ド
ー

ム
は
青
空
を
仰
い
で
立
っ
て
い
る
。
傍
ら
に
エ
ノ
キ
の
大
樹
が
枝
を
拡
げ
、
黄
金
の
葉
が
陽
光
に
、
は
ら
は
ら

と
舞
い
散
っ
て
い
く
。
赤
茶
け
た
鉄
骨
が
、
天
空
を
切
り
と
る
。
ド
ー
ム
の
傍
ら
を
、
元
安
川
が
流
れ
る
。
ヒ

ド
リ
ガ
モ
が
水
に
潜
り
魚
を
探
す
。
河
岸
を
ゆ
く
人
々
に
、
急
ぐ
者
は
な
い
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
眠
る
赤
ち
ゃ
ん

を
乗
せ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
族
は
、
語
り
合
い
な
が
ら
通
り
過
ぎ
て
い
く
。

ド
ー
ム
の
柵
の
前
に
、
青
や
緑
の
フ
ァ
イ
ル
が
置
か
れ
、
自
由
に
手
に
取
っ
て
い
い
。
原
子
爆
弾
投
下
に
関

す
る
詳
し
い
資
料
を
収
め
、
戦
後
の
水
素
爆
弾
の
実
験
の
記
録
も
あ
る
。
ド
ー
ム
の
木
陰
で
、
語
り
部
が
、
母

が
被
爆
し
た
と
い
う
山
を
指
さ
し
、
友
達
ら
し
い
人
に
当
時
の
話
を
し
て
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
語
、
中
国
語
、
韓

国
語
、
英
語
、
露
語
、
仏
語
、
独
語
な
ど
異
国
の
言
葉
、
そ
し
て
日
本
語
。
異
国
の
旅
人
た
ち
が
、
フ
ァ
イ
ル

を
拡
げ
熱
心
に
読
ん
で
い
る
。﹁
こ
の
河
ね
、
み
ん
な
が
逃
げ
て
き
た
と
い
う
の
は
﹂
と
、
女
の
声
が
す
る
。

橋
を
渡
っ
た
。

千
羽
鶴
が
飾
ら
れ
、
鐘
が
あ
る
。
湯
川
秀
樹
の
言
葉
、﹁
平
和
を
地
に
空
に
﹂
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う
が
、

こ
こ
か
ら
見
え
な
い
。
原
爆
資
料
館
を
訪
ね
た
。
黄
色
い
帽
子
の
小
学
生
、
紺
色
の
制
服
の
中
学
生
に
混
じ

り
、
抑
え
た
光
の
な
か
で
﹁
物
﹂
た
ち
は
語
る
。
子
ど
も
の
眼
差
し
、
子
ど
も
の
沈
黙
。
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あ
の
八
月
の
朝
は
、
建
物
疎
開
が
あ
り
、
学
徒
動
員
で
作
業
に
出
た
学
童
も
犠
牲
と
な
っ
た
。
ガ
ラ
ス
ケ
ー

ス
の
中
に
は
、
遺
品
が
あ
の
瞬
間
を
伝
え
る
。
真
っ
黒
に
焼
け
焦
げ
た
弁
当
箱
。
破
れ
た
木
綿
の
ズ
ボ
ン
。
桃

色
の
袖
な
し
ワ
ン
ピ
ー
ス
は
、
江
木
千
鶴
子
︵
当
時
一
歳
八
か
月
︶
が
着
て
い
た
。
国
鉄
の
切
符
の
日
付
は
八

月
六
日
。
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
で
爆
弾
は
炸
裂
。
閃
光
、
熱
風
⋮
⋮
。
地
面
の
温
度
は
三
〇
〇
〇
度

か
ら
五
〇
〇
〇
度
。
熱
さ
は
想
像
を
超
え
る
。

資
料
館
の
長
い
廊
下
は
、
秋
の
光
に
満
ち
て
い
る
。
高
校
生
た
ち
と
、
録
画
さ
れ
た
被
爆
者
の
言
葉
に
耳
を

傾
け
る
。﹁
そ
れ
は
白
い
、
白
い
光
。
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
一
度
に
焚
い
た
よ
う
で
し
た
。
芋
畑
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、

み
ん
な
泣
い
て
お
り
ま
し
た
。
み
ん
な
火
傷
。
不
思
議
で
、
不
思
議
で
、
火
事
も
な
い
の
に
火
傷
。
私
は
お
寺

で
育
っ
た
か
ら
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
地
獄
絵
は
見
て
い
ま
し
た
。
あ
れ
は
地
獄
の
絵
、
地
獄
の
と
お
り
で
し

た
。
赤
色
、
黒
、
茶
色
と
三
色
だ
け
。
緑
が
な
い
こ
と
だ
け
が
違
っ
た
。
い
ろ
ん
な
声
を
出
し
て
人
々
が
泣
き

叫
ん
で
、
怒
り
狂
う
よ
う
な
炎
で
し
た
。﹂
と
、
一
人
目
の
女
性
。﹁
う
め
き
声
、
泣
き
声
、
叫
び
声
。
顔
で
は

わ
か
ら
な
い
か
ら
、
衣
類
で
見
て
回
る
。
四
つ
の
人
々
の
山
の
死
体
。
あ
の
朝
、
お
は
よ
う
、
と
言
っ
て
、
そ

れ
か
ら
光
っ
た
。
き
れ
い
な
、
き
れ
い
な
光
。
そ
れ
か
ら
す
べ
て
が
み
ん
な
真
っ
赤
に
燃
え
て
い
た
。
桜
も
、

柳
も
燃
え
て
い
た
。
火
の
海
﹂
と
、
二
人
目
の
女
性
。﹁
歩
い
て
い
く
と
、
焼
け
焦
げ
た
電
車
が
あ
っ
た
。
ス

テ
ッ
プ
に
上
が
る
。
一
五
、六
人
が
折
り
重
な
っ
て
死
ん
で
い
る
。
撮
ろ
う
と
思
っ
た
。
だ
が
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
切
れ
な
い
。
裸
で
焼
け
た
だ
れ
て
亡
く
な
っ
た
人
々
を
、
撮
れ
な
か
っ
た
。
あ
の
日
は
、
夕
方
ま
で
町

を
歩
き
回
り
、
と
う
と
う
一
枚
も
撮
れ
な
か
っ
た
﹂
と
、
写
真
家
の
男
性
。

そ
れ
か
ら
原
爆
供
養
塔
へ
向
か
う
。
身
元
の
分
か
ら
ぬ
七
万
の
霊
が
眠
る
。
裏
に
回
る
と
左
手
に
、
小
さ
な

石
塔
が
あ
り
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
宮
沢
賢
治
の
﹁
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
⋮
⋮
﹂
だ
。

橋
を
渡
り
、
船
を
待
つ
。
午
後
三
時
半
、
宮
島
へ
。
カ
モ
メ
に
見
送
ら
れ
、
旧
太
田
川
か
ら
広
島
湾
に
入
る
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と
波
は
高
ま
り
、
午
後
の
陽
光
に
無
数
の
青
い
島
影
が
現
れ
、
次
々
と
重
な
っ
て
い
く
。
こ
の
海
で
、
古
の

人
々
は
神
々
と
出
会
っ
た
。
あ
の
朝
、
神
々
は
、
ど
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
か
。

宮
島
は
満
潮
。
山
は
紅
葉
が
深
ま
っ
て
い
た
。
海
岸
を
歩
き
、
石
段
を
上
り
、
豊
国
神
社
を
訪
ね
、
そ
こ
か

ら
海
を
見
渡
す
。
あ
の
日
の
海
は
、
ど
ん
な
に
ざ
わ
め
い
た
こ
と
か
。
石
段
を
お
り
て
厳
島
神
社
に
む
か
っ

た
。
長
い
回
廊
を
行
く
と
、
最
初
に
客
︵
ま
ろ
う
ど
︶
神
社
が
あ
る
。
神
の
名
の
響
き
の
美
し
さ
。
能
の
舞
台

が
あ
る
。
闇
を
照
ら
す
炎
も
役
者
も
無
い
が
⋮
⋮
。
薄
闇
か
ら
厳
か
に
朱
色
の
鳥
居
が
浮
か
び
上
が
り
、
細
波

に
光
が
さ
ざ
め
く
。
宮
島
を
あ
と
に
し
、
船
で
宮
島
口
へ
向
か
っ
た
。

宮
島
口
か
ら
山
陽
本
線
で
広
島
へ
。
電
車
は
混
み
あ
う
。
小
さ
な
姉
妹
に
席
を
譲
る
。
姉
が
、﹁
真
っ
赤
な

秋
﹂
を
歌
う
と
、
妹
も
小
さ
な
口
を
一
生
懸
命
に
動
か
す
。
ふ
と
、
原
爆
資
料
館
の
花
模
様
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
が

想
い
に
浮
か
ん
だ
。
広
島
駅
に
着
く
。
姉
妹
の
母
は
、
私
に
礼
を
言
い
、
女
の
子
た
ち
が
元
気
に
手
を
振
る
。

小
さ
な
家
族
の
無
事
を
祈
る
よ
う
に
、
小
さ
な
旅
が
終
わ
っ
た
。

ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
に
戻
る
た
め
の
荷
造
り
を
終
え
、
ト
ラ
ン
ク
に
鍵
を
か
け
る
。
芭
蕉
の
言
葉
を
思
い
出
し

た
。﹁
旅
に
し
て
旅
を
す
み
か
と
す
﹂。
新
し
い
旅
が
、
ま
た
始
ま
る
。
夜
の
桂
坂
。
私
は
、
森
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。

 

︵
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
大
学
教
授
︶


